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北方言語研究 8:1-21 (北方言語ネットワーク編，新潟大学人文学部， 2018)

コリャーク語における人称コピュラとコピュラ動詞のスイッチング＊

1 . はじめに

呉人恵

（富山大学）

本稿では，コリャーク語 (Koryak:チュクチ・カムチャッカ語族）のコピュラ文を形成

する 2つの形式の使い分けについて考察を加える。従来のコリャーク語文法では，コピュ

ラ文は，述語名詞の末尾に人称接辞が付加されコピュラ機能を果たすことによって形成さ

れるとされてきた (Zhukova1972)(1)。しかし，コピュラ文は，もうひとつの方法，すなわ

ち，述語名詞が様態格ーu/-o/-nu/-no1を取り，副詞として，「～である」という意味の状態

動詞 itや存在動詞 tvaの補語となることによっても形成される (2)。

(1) inankalicitaval\—eyam 

teacher-lSG.S 

「私は教師だ」

(2) inankalicitaval¥-u t-a-k-it-a-1). 

teacher-ESS lSG.S-E-IPF-be-E-IPF 

「私は教師だ」

本稿では，このような人称接辞によるコピュラ文と，様態格名詞＋動詞 it/tvaによるコピ

ュラ文の間に，どのような使い分けがあるのかを考察する。

これら 2形式の使い分けを明らかにすることは，単にコピュラ文にとどまらず，コリャ

ーク語の述語形式全体のデザインのしかたにかかわる意味を持つ可能性がある。ちなみに，

Stassen (2003)は，述語の意味クラスとしてEvent,Property, Class, Locationalの4つを区別し，

典型的にEventは動詞 (e.g.John is running.), Propertyは形容詞 (e.g.John is clever.), Class 

は名詞 (e.g.John is a student.), Locationalは副詞 (e.g.John is in the garden.)によって表わさ

れるが，各意味クラスにおいて典型的でない品詞の乗り入れ，複数の品詞のスイッチング，

融合などが見られることを類型論的に論じている。そこでは，コリャーク語と述語の表わ

し方についても共通点が多い同系のチュクチ語 (Chukchi)が取り上げられ，これら 4つの

意味クラスのうち， EventとLocationalにおいて典型的でない品詞の乗り入れがおこなわれ

＊本稿は，科学研究費基盤研究 (C)「『:::rリャーク語文法』完成に向けた調査研究 ヴォイス・節構造の諸

相を中心に」 (26370480, 代表：呉人悪）の研究成果のひとつである。データは， Kurebito(ed.)(2014, 2016) 

ならびに平成29年 9月26日~10月3日までロシア連邦ハバロフスク市においておこなったコリャーク語

の聞き取り調査によって得られたものである。調査には， AjatgininaTat'jana Nikolaevna氏 (1955年マガダ

ン州セヴェロ・エヴェンスク地区第 5 トナカイ遊牧ブリガード生まれ，女性）にコンサルタントとして協

力していただいた。ここに記して謝意を表したい。また、本稿の執筆にあたって、貴重なご助言を下さっ

たお二人の匿名査読者の方にも心よりお礼を申し上げたい。

1 -u/-o は子音終わりの名詞語幹に，—nu/-no は栂音終わりの名詞語幹につく。母音の違いは母音調和による

(uは弱母音， 0は強母音）。



ていると指摘している。具体的には， Eventを表わす際動詞の屈折体系に名詞的要素（格

接辞や人称接辞）が侵入して純粋な動詞形式と共存したり， Locationalが副詞的のみならず

名詞的にも表わされることを指している（それぞれの具体例については第4節を参照）。

しかしながら， Propertyや Classがどのように表わされるのかについては言及されていな

い。 Propertyについては，伝統的に「性質形容詞 (kachestvennyeprilagatel'nye)」 (Zhukova 

1972:146)と呼ばれてきた形式と，同じ語幹から派生した動詞形式が共存し，属性叙述と事

象叙述で使い分けられていることが明らかになっている（呉人 [2010],Kurebito [2018])。本

稿は，残る Classについても，人称接辞による表わし方と，様態格名詞十it/tvaによる表わし

方が共存していることを示すことで，コリャーク語が Event,Property, Class, Locationalのす

べての意味クラスにわたって，典型的な品詞と非典型的な品詞の間でスイッチングがみら

れる言語であるという特質を浮かび上がらせることも企医している。

本稿の構成は次のとおりである。まず，第 2節ではコピュラ文で用いられる人称接辞や

動詞の形態的・統語的特徴について記述する。そうしたうえで，第 3節では，コピュラ文

の2つのタイプについて，両者にはどのような使い分けがあるのかを論じる。第4節では，

Event, Property, Locationalにみられるスイッチングにも触れ，コリャーク語の述語のコード

化のしかたが述語の類型論的研究に持つ意義を指摘し，「おわりに」とする。

ところで，チュクチ語については， Identity(e.g. He is a doctor.), Equation (e.g. That man/John 

is my father.)などを表わす際に，上述の 2つの方法があることが Dunn(1999)によって簡単

に言及されている。そこでは，人称コピュラは「ゼロ・コピュラ (Zero-copula)」(Dunn1999:317), 

コピュラ動詞は，本稿同様に「コピュラ動詞 (Copulaverb)」(Dunn1999:312)とされている。

このうち，「ゼロ・コピュラ」とは，一般的には，主語と述語名詞の文法閲係が明示的に示

されず，単に両者が並置されているような場合を言う (e.g.OH Bpaq_「彼は医者だ」［ロシア

語］）。したがって，人称接辞によって主語と述語名詞の関係が明示されるチュクチ語やコ

リャーク語の場合には「ゼロ・コピュラ」と呼ぶのは適切ではない。ちなみに， Stassen

(2003:77)は， 自立の人称代名詞のみならず，指示代名詞に由来し，コピュラ文の述語名詞

につくこれらの形式を， 'pronominalcopulas','pro-copulas'と呼び2, ゼロ・コピュラとは区

別している。広義には，コリャーク語もこれにあてはまるが，コリャーク語の場合には，

指示代名詞ではなく人称代名詞由来の接辞がコピュラ機能を担っていることから，本稿で

は，より狭義に「人称コピュラ」と呼び，コピュラ動詞と対置させる。

また， Stassen(2003)では，第3節で後述するように，コリャーク語にみられるようなコ

ピュラ文のスイッチングは，名詞 副詞のスイッチングであるとしている。しかしながら，

コリャーク語では， Classが名詞的に表わされるか副詞的に表わされるかということだけで

なく，文全体が人称コピュラにより名詞的に表わされるか，コピュラ動詞により動詞的に

表わされるかが，述語形式全体の特徴を考えるうえでも重要になってくる。そこで，本稿

では，人称コピュラとコピュラ動詞の対立に焦点をあてて考察を進めていく。

2 ちなみに， Stassen(2003)はpro-copulaが，北・中央アジア，アフロ・アジア，東インドネシア・マレー

シアに集中的に分布していることを指摘している。北アジアのコリャーク語の周辺言語について，コピュ

ラ文が単に pro-copulaによって形成されるのか，あるいはそれ以外の方法も共存し，なんらかの使い分

けをしているのかについては比較検討する余地がある。
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なお，以下のコリャーク語の例は，特に断りがない限り，筆者の聞き取り調査ならびに

Kurebito (ed.)(2014, 2016)から得られたものである。

2. 人称コピュラとコピュラ動詞

本節では，人称コピュラとコピュラ動詞の形態的・統語的特徴について概観する。

2. 1. 人称コピュラ

人称コピュラとして用いられる人称接辞は，自立の人称代名詞が接尾辞化したものとみ

られる。ただし， 3人称だけは単数・双数・複数の数接尾辞が代わりに用いられ，人称コピ

ュラの役割を担う。下表 1では，比較のために人称接辞を左列に， 自立の人称代名詞（絶

対格形）を右列に示す。 3人称以外の人称接辞と人称代名詞は，形式的に明らかな類似を示

すが，人称接辞は人称代名詞と異なり，母音調和による異形態を持ち凡他の形態素の母音

の系列に同化する自立性の低い接辞であることがわかる。

［表 1]人称接辞と人称代名詞

人称 数 人称接辞 人称代名詞

単 -iyam/-eyam/-jyam yammo 

1 双 -muji/-moje ffiUJ．l ． 

複 -muju/-mojo ffiUJU 

単 -yi/-ye/-jyi/-jye yacc1 

2 双 -tuji/-toje tuji 

複 -tuju/-tojo tuju 

単 -0 :inno 

3 双 -t/-ti/-te :JCCl 

複 -w/-wwi/-wwe ;}CCU 

下の (3)では，名詞語幹 en'pici「父親」にこれらの人称接辞がついた例を示す。絶対格

形と同形の 3人称以外には，主語を表わす人称代名詞の出現は任意であるため，カッコに

入れる。

(3) l単主 (yammo) en'pici-jゃm. 「私は父親だ」

l双主 (muji) en'pici-muji. 「私達2人は父親だ」

1複主 (muju) en'pici-muju. 「私達は父親だ」

2単主 (yacci) en'pici-jyi. 「あなたは父親だ」

2双主 (tuji) en'pici-tuji. 「あなた達2人は父親だ」

2複主 (tuju) en'pici-muju. 「あなた達は父親だ」

3単主 anno en'pic-0. 「彼は父親だ」

3双主 acc1 en'pici-t. 「彼ら 2人は父親だ」

3複主 accu en'pici-w. 「彼らは父親だ」

3 1 人称単数の—iyarn/-eyarn/-jyam という 3 つの異形態のうち，—jyam は栂音調和によるものではなく，直

前の語幹末尾が母音の場合に現れる。
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その他，同様に人称コピュラの例を下にいくつかあげる九

(4) ゃmmo S:ataw jajola-jygm. 

lSG.ABS just fox-lSG.S 

「私はただのキツネだ」

(5) y;}cci qaj;}kmil)-iyi. 

2SG.ABS boy-2SG.S 

「お前は少年だ」

(6) muji a-jejol'-ke-cfat-a-1¥-a-moje. 

lDU.ABS not-understand-not-VBL-E-PART-E-lDU.S 

「私たち二人は分別のない者たちだ」

(7) anno jeqqe-qun n-a-mel-qin fojemtewil¥-a-n. 

3SG.ABS very PRP-E-good-3SG man-E-3SG.S 

「彼はとてもいい人だ」

(8) A: meki-0 yanin nanna-0? 

who-3SG.S your name-ABS.SG 

「あなたの名前はなんですか？」

B: kitna-jyam. 

Kitna-ISG.S 

「私はキトナです」 (Zhukova 1972:136) 

(9) meki-jyi y:icci, mi.tJkeki—jyi y:icci? 

who-2SG .S 2SG.ABS where-2SG.S 2SG.ABS 

「あなたは誰ですか，あなたはどこから来たのですか」

人称接辞は，また，接続する名詞と同格であることを表わす。その際，その名詞は文中

の名詞項になる。 (10)(11)はSが， (12)(13)ではPが人称接辞を取っており，動詞の人称と

一致している。

(10) IJav:itqat-pill'aq-muju camjaq m:it-ko-IJvo-la-IJ :icco-k. 

girl-DIM-IPL indeed lPL.S-IPF-begin-PL-IPF clean.a.fish-INF 

「私たち少女は，本当に魚をさばき始めている」

(11) qoja-y:innet-:i-l'i:-:i-mojo qonp:iIJ IJelv:il'i:-:i-k cejm:ik 

reindeer-take.care.of-E-PART-E-lPL always reindeer.herd-E-LOC near 

4 ただし，コリャーク語は主要部と従属部の配列が自由なため，次のようにコピュラ文なのか，名詞句な

のかが判別しがたい例も散見される。

1Jewj:ic',-:i-t inet-kin n-:i-mel-qme-t. 
husband.and.wife-E-ABS.DU so-REL-ABS.SG PRP-E-good-3-DU 

「夫婦はとてもいい人たちだ／とてもいい夫婦」
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mat-ko-tva-la-IJ. 

lPL.S-IPF-be-PL-IPF 

「私たちトナカイ遊牧民は，いつもトナカイのそばにいる」

(12) unmak kalicit-;i-lc; -a-muju na-ko-n-vetat-aw-la-mak oyorod-a-k. 

very.much study-E-PART-E-lPL INV-IPF-CAUS-work-CAUS-PL-lP field-E-LOC 

「彼らは私たち生徒に畑で大いに働かせた」

(13) a-val'om-ke-cc;at-a-K-a-tojo qin'wat kalac;a-ta 

not-listen-not-VBL-E-PART-E-2PL it.turned.out devil-INS (ERG) 

na-penn'-a-la-tak-0. 

INV-attack-E-PL-2P-PF 

「お前たち言うことを聞かないものたちを悪魔が襲ったのだ」

さらに，コリャーク語では通常，他動詞文において Aは能格で現れるが，筆者の調査で

は，同格の場合に， AもS,Pと同じ形式で現れる (14)(15)の例も得られた。このうち (15)

は名詞が修飾節を伴って現れている例である。

(14) qoja-toktor-eyam t-a-ku-melew-IJ-a-new qeccaJ-a-n 

reindeer-doctor-ISG 1SG.A-E-IPF-treat.a.patient-IPF-E-3PL.P Qeccaj-E-POSS 

qoja-w. 

reindeer-ABS.PL 

「獣医の私は，ケッチャイのトナカイの治療をしている」

(15) ¥amin a-palomtel-kal¥-a-tojo inankalicitav-a-1¥-a-n, tite=IJan 

well not-listen-not-E-2PL teach-E-PART-E-ABS.SG someday 

ja-kalyelo-la-yatka an'IJa¥an et-yiIJ-a-n. 

FUT-regret-PL-FUT.IPF in.this.way be-NML-E-ABS.SG 

「先生の言うことを聞かないあなたたちは，いつかこのようにしているのを後海す

るだろう」

2人称接辞が付加される場合，呼称 (obrashenie)(Zhukova1972:134)として用いられること

もある (16)(17)(18)。

(16) tok, tumy-g-tuju, omakat-yijl)一;}-Il kO-l)V0-1)-0. 

well friend-E-2PL gather.together-NML-E-ABS.SG IPF-begin-IPF-3SG.S. 

「さあ，皆さん，会議が始まっていますよ」 (Zhukova 1972:137) 

(17) pipiqgl.JJ-iyi, ygm-nan ewgncam t-g-je-l¥U-1]一;}-Il.

mouse-2SG lSG-ERG at.any.rate 1SG.A-E-FUT-find-FUT-E-3SG.P 

「ネズミよ，私はいずれにしてもそれを見つけるからな」 (Zhukova 1972:137) 
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(18) accan-eye yamka-jtal] ya-wan'avat-a. 

Eccan-2SG ISG-ALL COM-talk-COM5 

「エッチャンよ，私に電話しなさい」

ただし，通常は， (19)のように人称接辞が現れず，呼称の名詞（絶対格）のみで用いら

れることが多い。人称接辞が現れる場合には，「他でもないあなたを呼んでいるのだ」とい

う強調の意味が込められるという凡

(19) ;iccan-0, in'et a-kanco-ka. 

Eccan-ABS.SG don't not-smoke-not 

「エッチャン，タバコを吸うな」

ところで，これらの人称接辞は，名詞に付加される以外に，性質形容詞によって表され

る属性叙述形式や非定形動詞である結果相においても用いられる。 (20)は形容詞語幹 mejIJ

「大きい」からなる属性叙述形式の例である。

(20) l単主 (y:immo) n-a-mejIJ-a-jyam 「私は大きい」

l双主 (muji) Il-;}-ffieJl)-;}-ffiUJ.l . 「私達2人は大きい」

l複主 (muju) n-;}-mejIJ一;}-muju 「私達は大きい」

2単主 （やcci) n-;}-mejl)-;}-jゃ 「あなたは大きい」

2双主 (tuji) n-.i-mejIJ-.i-tuji 「あなた達2人は大きい」

2複主 (tuju) n-a-meJIJ-a-muJu 「あなた達は大きい」

3単主 (:inno) n-:i-mej:iIJ—qin-0 「彼／彼女は大きい」

3双主 (:icci) n-:i-mej:iIJ—qine-t 「彼ら 2人は大きい」

3複主 (accu) n-:i-mepIJ-qme-w 「彼らは大きい」

ちなみに，属性叙述形式がこのように述語名詞同様の人称接辞を取ることから， Bogoras

(1922:776)は'Predicativeform of nominalized verb', Stassen (2003:559)は， n-を'nominalizing

prefix'としている。

一方，結果相は，動詞語幹が名詞化を経ずに共同格接周辞 (ye-/ya-…-te/-ta/-e/-a)の前半部

分 ye-/yaーに接尾して形成される。その際も， SあるいはPの人称をこれらの人称接辞が標

示する。 (21)は左列が自動詞 lq「行く」，右列が他動詞 jkapl「殴る」の結果相の例である。

SとPを表わす人称代名詞は義務的ではないため，スペースの関係上，省略する。

5コリャーク語では，このように動詞の裸語幹に共同格接周辞 (ye-/ya-…-te/-ta/-e/-a)が接続して命令の意
味を表わすことがある。共同格接辞（前半部分）はまた， (21)で見るように動詞の結果相を表わす際にも
用いられる。

6一方， Dunn(1999)によれば，チュクチ語では人称接辞が付加された形式は，呼称としては用いられな

し‘
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(21) く自動詞＞ く他動詞＞

ye-lq-iyam 「私は行った」 ya-jk.ipl-eゃm 「私を殴った」

ye-lq-.i-muji 「私達2人は行った」 ya-jk.ipl-.i-moje 「私達2人を殴った」

ye-lq-;}-muju 「私達は行った」 ya—jk:ipl-:i-mojo 「私達を殴った」

ye-lq-iyi 「あなたは行った」 ya—jk:ipl-eye 「あなたを殴った」

ye-lq-:i-tuji 「あなた達2人は行った」 ya-jkapl-a-toje 「あなた達2人を殴った」

ye-lq-:i-tuju 「あなた達は行った」 ya-jkapl-a-tuju 「あなた達を殴った」

ye-lq-:}-lin 「彼／彼女は行った」 ya—jbpl-;}-len 「彼／彼女を殴った」

ye-lq-a-linet 「彼ら 2人は行った」 ya-jkapl-a-linet 「彼ら 2人を殴った」

ye-lq-a-linew 「彼らは行った」 ya-jbpl-;}-lenaw 「彼らを殴った」

さらに，定形の他動詞の屈折形式において， l 人称単数P に—y;:im(反転動詞7の場合のみ），

2 人称単数 P に—yi/-ye, 3人称 Pに -0 (単数），—t (双数）'-w(複数）が定形動詞固有の

人称標識とは別に用いられている。なぜ非定形形式にこれらの人称接辞が部分的に混入し

ているのか，なぜ 1人称・ 2人称の双数・複数では用いられないのかは不明である。

2. 2. コピュラ動詞

コピュラ文は，コピュラ動詞によって表わすことも可能である。その際，用いられるの

は，「～である」の意味を表わす動詞 itと存在動詞 tvaである。チュクチ語について Dunn

(1999)では前者の itのみがコピュラ動詞として挙げられている。コピュラ動詞を取る場合，

述語名詞は様態格を取って副詞的に表わされる 89。このような述語名詞の表わし方は，

Stassen (2003)によれば，Nominal-Locational Switchingの例である1011。次の (22)(23)(24)は，

7 反転動詞以外では， ine-/ena—という接頭辞で 1 人称単数の P が標示される。

8 -uは様態格も絶対格複数も表わすため，そのどちらかが判断できない次のような文も見られる。

jepp;i qujecyel-u k-el-la-1)-0. 

yet newly.trained.reindeer-ESS?ABS.PL? IPF-be-PL-IPF-3S 

「それらは調教したてのトナカイである」

9述語名詞が，様態格を取って副詞的に表される例は，フィンランド語でも報告されている。ちなみに，

フィンランド語で様態格が用いられるのは，職業あるいは人生のある段階を表わす名詞，言い換えれば，

一時的な役割や職業を意味する場合であるという(Stassen2003)。
(a) H抽 oli siella opettaJa-na 
he be.3SG.PAST there teacher-ESS 
'He was a teacher/he worked there as a teacher.'(Lehtinen 1963:373) 

Stassen (2003)によれば，フィンランド語にはこれに対して述語名詞が主格で表される次の文もあり，
これら 2種類の形式は時間的安定性 (TimeStability)によって対立しているという。
(b) Ystiivふni on pappi 
friend-my be.3SG.PRES vicar.NOM 
'My friend is a vicar.'(Fromm and Sadeniemi 1956: 115) 

10 ちなみに， Stassen(2003)は，チュクチ語の「AがBにある」を意味する場所述語文が通常 it,tvaある

いは， 「座る」を意味する val'などの動詞をともなって形成されるとしているが，コピュラ文について

は言及していない。

11この他，例外的に述語名詞が数量を表わす場合，絶対格が出る例がテキストで見られたが，インフォー

マントによればあまり自然ではないとのことであったため，本稿では扱わない。
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itでも tvaでも表すことができる。

(22) jepp:i fojacek-o t-:i-k-it-:i-IJ I t-:i-ko-tva-:i-IJ・

still young.guy-ESS lSG.S-E-IPF-be-E-IPF lSG.S-E-IPF-exist-E-IPF 

「私はまだ若者だ」

(23) ;}IlilO y-il-lin / ya-tva-len catkajoIJ-'1ojamtavel'1-o. 

3SG.ABS RES-be-3SG.S RES-exist-3SG.S think-man-ESS 

「彼は思慮深い人だった」

(24) IJelvaK-a-k ゃ1tapac¥-u k-it-a-IJ-0 I ko-tva-IJ-0 

reindeer.herd-E-LOC head-ESS IPF-be-E-IPF-3SG.S IPF-exist-IPF-3SG.S 

yaryol'kavaw-0. 

Gurgol'kavaw-ABS.SG 

「グルゴリカヴァウはトナカイの群れの長だ」

以下では，まず， it,tvaのそれぞれがどのような用法を持つのかを概観する。

2. 2. 1. itの用法

itは，「～である」という意味を表わす。通常の動詞同様， Sの人称・数，アスペクト，

時制により語形変化する (25)(26)(27)(28)。

(25) IJeveq a-np-;i-ka ;icaJaqav-u, n-;i-py-;i-faw cawat-0 

if not-put-E-not weight-ABS.PL PRP-E-light-E-ADV lasso-ABS.SG 

k-it-:l-IJ-0. 

IPF-be-E-IPF-3 SG. S 

「もし錘を置かなければ，投げ輪は軽い状態だ」

(26) ajIJon miI]bje mucyine-w ;illc;-o 

in.the.past how our-ABS.PL mother-ABS.PL 

k-el-la-IJ-0, fopta 

IPF-be-PL-IPF-3S also 

muju :in'IJぷan.

IPL.ABS in.this.way. 

「私たちは，昔，私たちの母たちがそうだったようにしていた」

(a) blaw-wiIJ-a-n amu manyatken kilometro-w k-el-la-IJ-0. 

run-NML-E-ABS.SG probably ten kilometer-ABS.PL IPF-be-PL-IPF-3S 

「走る速度はおそらく 10キロだ」

(b) tite muju omqat-yapaJJ mat-ko-yala-la-JJ masina-ta, an-in 

when lPL.ABS bridge-PRL lPL.S-IPF-pass-PL-IPF car-INS his 

Jaq-ytl)-a-n JJajaq manyat-o va-cce-0. 

fast-NML-E-ABS.SG four ten-ABS.PL be-PF-3SG.S 

「私たちが橋を渡っていた時，速度は 40キロだった」
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(27) ekilu em-a-l)vo-k yawan-name-ma, ¥atkelJ j-it-a-l)-0 

if only-E-begin-LOC ASC-soup-ASC bad FUT-be-E-FUT-3SG.S 

matqil-0. 

fat-ABS.SG 

「もしスープと混ぜたら，脂肪はだめになってしまうだろう」

(28) javal uj!Je etfo むt¥-a e-yekel)al¥et-ke t-it-a-k-0. 

afterward not again dog-INS not-go.on.a.sled-not lSG.S-be-E-lSG.S-PF 

「その後，私は二度と犬楢では行かなかった」

次に itが，コピュラ文で様態格を受ける以外に， どのような語を受けるのかを見る。

2. 2. 1. 1. 動詞の否定形

itは自動詞の否定形を作るのに補助動詞として用いられる。動詞語幹は e-/a-.. -ke/-kaと

いう否定の接周辞を取り，定形動詞として屈折できないため， itが代わりに屈折を担う

(29)(30)(31)。

(29) kamiIJ-:i-n ujIJe a-valom-ka k-it-:i-IJ-0 

child-E-ABS.SG not not-listen-not IPF-be-E-IPF-3S0.S 

vava-na-IJ. 

grandmother-AN.SO-DAT 

「子供はおばあさんの言うことを聞かない」

(30) ajyave ujIJe a-jajt-a-ka t-it-a-k-0, maJew 

yesterday not not-return.home-E-not lSG.S-be-E-lSG.S-PF because 

ini;e vutq-a-tvi-j-0. 

early dark-E-become-PF-3S0.S 

「昨日，私は家に帰らなかった，なぜならば，早く暗くなってしまったからだ」

(31) apappo-nte 

grandfather-ABS .DU 

m;}jew n-;}-mel-qinet, ujIJe tite e-tbl)ewcit-ke 

because PRP-E-good-3DU not when not-fight-not 

k-in-IJ-i. 

IPF-be-IPF-3DU.S 

「祖父母はいい人たちなので，一度も喧嘩することはない」

2. 2. 1. 2. 副詞句

itは副詞を受けて，「そのような状態である」という意味を表す。

(32) mi.JJbje en'pici-w k-el-la-IJ-0, gn'IJgc;an bmiIJ-U. 

how father-ABS.PL IPF-be-PL-IPF-3S in.such.way child-ABS.PL 

「父親たちがどのようであれば，子供たちはそのようである（子供たちは父親たち

のやり方をまねる）」

，
 



(33) en'pic-0 
.. 
rmt1w in¥e j-it-.i-IJ-0. 

father-ABS.SQ tomorrow early FUT-be-E-FUT-3SG.S 

「父は明日早く来るだろう」

(34) k l:Jeveq a-np-a-a acaJaqav-u, n-a-py-a-faw cawat-0 

(35) 

(36) 

(37) 

if not-put-E-not weight-ABS.PL PRP-E-light-E-ADV lasso-ABS.SQ 

k-it-a-l]-0. 

IPF-be-E-IPF-3SG.S 

「もし錘を装着しなければ，投げ輪は軽くなってしまう。」 =(25)

anp-a-Janv-o k-ew-1].ivo-la-1]-0,'pace inet 

old-E-person-ABS.PL IPF-say-HAB-PL-IPF-3S for.the.moment should.not 

etun alval:J j-el-la-り-0'.'2

suddenly incorrectly FUT-be-PL-FUT-3S 

老人たちは言う，「まだ食べたらだめだ。そうでないと（ベニテングダケ）は変なこ

とになってしまう」

3皿 en-na-k l:Jajen JaJa-l]a n-a-meJl]-a-¥ew k-it-a-l]-0. 

this-house-LOC that(ABS) house-ABS.SQ PRP-E-big-E-ADV IPF-be-E-IPF-3SG.S 

「あの家はこの家より大きい」

tite=tJ皿 Jonat-yil]-a-n n-a-mel-¥ew j-it-a-り-0.

someday live-NML-E-ABS.SG PRP-E-good-ADV FUT-be-E-FUT-3SG.S 

「いつか生活はよくなるだろう」

2. 2. 1. 3. 道具格名詞

itは，道具格名詞を受け，その名詞に関連する動作をおこなう意味を表す。

(38) ajIJon m:ijew ujIJe mely:italllJ-:i-plak-o, 

in.the.past because not russian-E-boot-ABS.PL 

em¥uqun tanujy-a-plak-a m.it-k-en-IJ.ivo-la-IJ. 

so seal.skin-E-boot-INS lPL.S-IPF-be-HAB-PL-IPF 

「昔はロシア製のブーツはなかった。だから，私たちはアザラシ皮のブーツを履い

ていた」

(39) aIJ町—g-k ゃrnmo mit',a-,-ic',-a t-it-g-k-0. 

festival-E-LOC lSG.ABS beautiful-E-fur.coat-INS 1 SG.S-be-E-1 SG.S-PF 

「祭りで私はきれいな毛皮コートを着た」

(40) wujv-g-1) tgle-k, mejIJ一g-masina-ta t-g—j-it-;}-1). 

town-E-DAT go-LOC big-E-car-INS lSG.S-E-FUT-be-E-FUT 

「私は町に行くときには，大きな車で行くだろう」

12覚醒作用のあるベニテングダケの正しい使い方を，老人が若者に説明している場面での発話。
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(41) ajIJon janot jac;'.e—jujitkul\e-te k-en-IJavo-la-IJ-0. 

in.the.past at.first simply-lariat-INS IPF-be-HAB-PL-IPF-3S 

「昔はただ投げ輪で捕まえていた」

2. 2. 1. 4. 動詞裸語幹＋道具格

itは，裸の動詞語幹に道具格がついた形式を受け，その動詞の表わす動作をおこなうこ

とを示す130

(42) qan'¥utku-ta t-a-k-it-a-JJ. 

cast.fishline-INS 1 SG. S-E-IPF-be-E-IPF 

「私は釣り糸を投げる（方法で釣りをする）」

(43) tale-meJJJ-et-e t-it-a-k-0. 

go-big-VBL-INS lSG.S-be-E-lSG.S-PF 

「私は少しずつ成長した」

2. 2. 1. 5. 存在

itが存在を表す例も，少ないが認められる。この場合，名詞は絶対格を取る。存在動詞 tva

と言い換えることが可能である。

(44) qonpaIJ va-kka IJelval¥-a-k, ¥at¥-u k-el-la-I]-0/ 

always exist-LOC herd-E-LOC dog-ABS.PL IPF-be-PL-IPF-3S 

ko-tva-la-IJ-0 IJacceq waca IJajoq. 

IPF-exist-PL-IPF-3S two sometimes three 

「いつも群れにいる時には，犬は2匹か3匹いる」

(45) ajyove jatan 叩 nenit-ti-0/ va-cce-0 n'acy-ajmak-0. 

recently only one be-PF-3SG.S exist-PF-3SG.S fur.skin-wrapping-ABS.SQ 

「最近では， 1つしかニャチガイマクがなかった」

ただし，次の (46)(47)(48)では itは存在動詞に置き換えることができない。これらは，

(44)(45)と異なり，存在というよりは，「（映画が）上映される」「（会議が）開かれる」「（装

甲車が）行く」を言い換えた代動詞的な機能を担っているためであると考えられる。

(46) mitiw j-it-<l-IJ-0 mit¥ajin-0 kino-0. 

tomorrow FUT-be-E-FUT-3SQ.S beautiful-ABS.SQ movie-ABS.SQ 

「明日は美しい映画があるだろう」

13 :::rリャーク語では， (18)や (21)の共同格の例以外にも動詞の裸語幹に様々な格接辞がつくことにより，

副詞節を形成することができる（呉人 2016)。
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(47) ecyi k-it-a-り-0 omakat-y11J-a-n cowqoc-a-k. 

now IPF-be-E-IPF-3SG.S get.gather-NML-E-ABS.SG sovkhoz-E-K 

「今日はソフホーズで集会がある」

(48) wutqen y-il-lin 1:Jalval¥-etal] traktor-0. 

today RES-be-3SG.S reindeer.herd-ALL tractor-ABS.SQ 

「今日， トナカイの群れに向かってトラクターが行った」

2. 2. 2. tvaの用法

tvaは主に物や人の存在を表わす。通常は， itと言い換えることはできない。

(49) y;:imnm ;:illa-0 am-Ja-ciko ko-tva-り-0/

my mother-ABS.SG only-house-inside IPF-exist-IPF-3SG.S 

*k-it-;:i-JJ-0. 

IPF-be-E-IPF-3SG.S 

「私の母は家に一人きりでいる」

(50) wujv-;:i-k ott-;:i-Ja-w ko-tva-la-1)-0 / 

village-E-LOC wood-E-house-ABS.PL IPF-exist-PL-IPF-3S 

*k-el-la-り-0 to velitko-ja-n. 

IPF-be-PL-IPF-3S and trade-house-ABS.SG 

「村には何軒かの木造の家と1軒の店がある」

(51) velitko-ja-k qonp:iIJ :im:iIJ JIIlll:J ko-tva-I]-0/ 

buy-house-LOC always all what(ABS.SG) IPF-exist-IPF-3SG.S 

*k-it-a-IJ-0 IJ:invaq. 

IPF-be-E-IPF-3S many 

「店にはいつもなんでもたくさんある」

3. 人称コピュラとコピュラ動詞のスイッチング

本節では，人称コピュラとコピュラ動詞のスイッチングの条件を探る。コリャーク語の 2

つの形式によるコピュラ文は， Stassen(2003)のいう，述語名詞が名詞的にも副詞的にも表

わされる 'NominalN-L Switching'タイプの一例である。それでは，このようなスイッチン

グはいかなる条件によって起こるのかが，次に問題となる。 Stassen(2003:215)は，このよ

うなスイッチングの条件を，「永続性パラメータ (Pem皿 1encyParameter)」によるものとし，

名詞的に表わされる場合には「本質 (essence)」，副詞的に表わされる場合には「偶発性

(contingence)」という意味的対立があるとする。すなわち，前者においては，固有で永続的

かつ不変的な特徴が表わされるのに対し，後者においては限定的な時間内でのある種の役

割，機能が表わされるという。そのため，たとえば， 「牧師」 「教師」 「コミュニスト」

などは， 「犬」 「人」 「石」 「家」といった不変的で固有の事物を表す語よりもこのよう

なスイッチングを起こしやすいというのである。その一例として， Stassen(2003:217)は，

現代アイルランド語の次のような例を挙げている。 (52)はコピュラを介して主語と述語名
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詞が結びついて， 「本質」を表わす文であるのに対し， (53)は述語名詞が副詞的に表され

て， 「偶発性」を表わす文であるという。 (53)では，時間副詞 anois「今」が用いられてい

ることに注目されたい。

(52) I s mumteolf e 

COP teacher he 

'He is a teacher.'(Greene 1966:43) 

(53) Ta se ina mmuinteoir anois. 

be.PRES he in-his teacher now 

'He is a teacher now.'(Greene 1966:44) 

一方，次のタミール語の例は， 「本質」 「偶発性」の違いによりゼロ・コピュラ (54)と

副詞 (55)でスイッチングしている例であるとされる。

(54) Avaru (oru) daktar 

he (one) doctor 

'He is a doctor.'(Asher 1982:49) 

(55) Ippo oru daktar-aa taan irukkaraaru 

now one doctor-ADV EMPH be.3SG.HON.PRES 

'Now he is a doctor.'(Asher 1982:50) 

そこで，以下では，コリャーク語の人称コピュラとコピュラ動詞のスイッチングにおい

ても， Stassen(2003)のいう「永続性パラメータ (PermanencyParameter)」による「本質」と

「偶発性」に相当する対立があるのかどうかを，主に次の 4つの角度から検証する。

① 人称コピュラとコピュラ動詞の分布はどうなっているのか。

② テンス・アスペクトといった時間にかかわるカテゴリーは両者においてどのように標示

されているのか，あるいはいないのか。

③ 時間副詞は両者においてどのように用いられているのか。

④ 述語名詞の意味とコピュラ形式の選択にはなんらかの相関性があるのか。

3. 1. 人称コピュラとコピュラ動詞の分布

人称コピュラとコピュラ動詞の分布について，調査で明らかになったのは次の 4点であ

る。

(A)人称コピュラは基本的にどのような述語名詞とも共起できる。

(B) コピュラ動詞としか共起できない述語名詞はない。

(C)人称コピュラともコピュラ動詞とも共起できる述語名詞がある。

(D)人称コピュラとしか共起できない述語名詞がある。

13 



(A)(B)から， 2つのコピュラ形式のうち，人称コピュラが無標の形式，コピュラ動詞が有

標の形式であることがうかがえる。言い換えれば，コピュラ動詞は，人称コピュラでは表

せない意味・機能を付加するために用いられ，場合によって両者は (C)のようにスイッチ

ングを起こす。 (D)については，聞き取り調査ではコピュラ動詞とは共起できないとされた

述語名詞が複数認められているが，異なる文脈を与えることによって共起できるようにな

る可能性も想定されるため，検討が必要である。

3. 2. 時間カテゴリーの標示の有無

人称コピュラではテンス・アスペクトの標示がなされないのに対し，コピュラ動詞では

テンス・アスペクトの標示がなされる。次の人称コピュラ (56a)(57a)とコピュラ動詞

(56b)(57b)のペアを見られたい。

(56a) yammo jejyceWJJalc;-iyam. 

lSG.ABS student-lSG.S 

「私は学生だ」

(56b) yammo jejyceWJJ砥 u t-a-k-it-a-JJ/ t-it-a-k-0/ 

1 SG.ABS student-ESS 1 SG.S-E-IPF-be-E-IPF 1 SG.S-be-E-1 SG.S-PF 

t-a-j-it-a-JJ. 

l SG.S-E-FUT-be-E-FUT 

「私は学生だ／だった／になるだろう」

(57a) a皿 o yamnin el'c;a-tomy-a-n. 

3SG.ABS my woman-friend-E-3SG.S 

「彼女は私の女友達だ」

(57b) anno el'c;a-tomy-o k-it-a-]J-0/ it-ti-0/ 

3SG.ABS woman-friend-ESS IPF-be-E-IPF-3SG.S be-E-PF-3SG.S 

j-it-a-JJ-0 yamk-a-JJ. 

FUT-be-E-FUT-3SG.S lSG-E-DAT 

「彼女は私にとって女友達だ／だった／になるだろう」

言い換えれば， (56a)(57a)の述語名詞は，時間的な制約を受けない対象として表わされる

のに対し， (56b)(57b)の述語名詞は，時間の流れの中で動的に捉えられた対象であるといえ

る。時間カテゴリーの標示の有無から見ると， Stassen(2003)のいう「永続性パラメータ」

がコリャーク語の人称コピュラとコピュラ動詞についてもあてはまるといえそうである。

3. 3. 時間副詞との共起

ところが，時間副詞との共起性について見ると，これら 2つの形式のコピュラ文の異な

る側面が見えてくる。 Stassen(2003)の「永続性パラメータ」に従うならば，人称コピュラ

は，一時的な意味を表わす時間副詞との共起が許容されないことが想定されるが，実際に

は，コピュラ動詞同様に， ecyi「今」， ofat;}I]「一時的に」， jepp;}「まだ」， I];}joqyiviw「3
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年間」，むlo 「日中」， vutq~tvik 「夜間」， wuccinyivik「今年」などの時間副詞句とも共起

できる。以下の例では， (a)は人称コピュラ文,(b)はコピュラ動詞文である。さしあたり，

意味の細かなニュアンスの違いはさておき，両者には便宜的に一つの訳を付すものとする。

(58a) yammo o¥atal) winn'etaK-eyam ank-a-IJ. 

lSG.ABS temporarily assistant-lSG.S 3SG-E-DAT 

(58b) yammo o¥atal) wenn'etaK-o ank-a-IJ t-a-k-it-a-IJ. 

lSG.ABS temporarily assistant-ESS 3SG-E-DAT lSG.S-E-IPF-be-E-IPF 

「私は一時的に彼／彼女の助手だ」

(59a) anno ecyi in'el'acK-a-n. 

3SG.ABS now brigadier-E-3SG.S 

(59b) anno ecyi in'el'acK-u k-it-a-1)-0. 

3SG.ABS now brigadier-ESS IPF-be-E-IPF-3SG.S 

「彼／彼女は今，ブリガード長だ」

(60a) ゃmmo jeppa jejyuceWJJal¥-eyam. 

lSG.ABS still student-lSG.S 

(60b) ゃmmo jeppa jejyuceWJJ碑 u t-a-k-it-a-IJ. 

lSG.ABS still student-ESS lSG.S-E-IPF-be-E-IPF 

「私はまだ学生だ」

(61a) ¥.llo .inno ajam-0 kale—ja-k, 

in.the.daytime ISO.ABS boss-3SG.S write-house-LOC 

vutq-a-tvi-k jajuK-a-n kalub-a-k. 

darkness-E-become-LOC night. watchman-E-3 SG. S club-E-LOC 

(61 b) c;'alo anno k-it-a-IJ-0 aJam-u kale-ja-k, 

in.the.daytime ISO.ABS IPF-be-E-IPF-3SG.S boss-ESS write-house-LOC 

vutq-a-tvi-k jajuK-u kalub-a-k. 

darkness-E-become-LOC night. watchman-ESS club-E-LOC 

「彼／彼女は日中は学校の校長で，夜は集会所の宿直だ」

ただし，人称コピュラは，コピュラ動詞と異なり，発話時点以前あるいは以降を表わす

時間副詞とは共起できない。すなわち，述語名詞の表わす対象は，発話時点を含む時間の

流れの中で成立しているものに限られる。 (62a)(63a)の人称コピュラの非文の例と，

(62b)(63b)のコピュラ動詞の適格文の例を見られたい。

(62a) *janot ;:,nno qacy-;:,-va-l¥-;:,-n pencija-l¥-;:,-n. 

in.the.past 3SG.ABS poor-E-be-P ART-E-3SG.S pension-PART-E-3SG.S 

(62b) janot ;:,nno qacy-;:,-va-l¥-o pencija-l¥-o k-it-;:,-1)-0. 

in.the.past 3SG.ABS poor-E-be-PART-ESS pension-PART-ESS IPF-be-E-IPF-3SG.S 

「彼／彼女は昔，貧しい年金生活者だった」
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(63a) *qulin yivi-k y:immo jejyuce町1:ils:-iy:im.

other year-LOC lSG.ABS student-lSG.S 

(63b) qulin yivi-k y:immo jejyucew:g:ilS:-u t-:i—j-it-:J-I]. 

other year-LOC lSG.ABS student-ESS lSG.S-E-FUT-be-E-FUT 

「来年，私は学生だろう」

これまで見てきた時間カテゴリーの標示の有無と時間副詞との共起の可否についてまと

めると，次の表2のようになる。

［表2]時間カテゴリーの標示と時間副詞との共起

時間カテゴリー 時間副詞

人称コピュラ 発話時点

゜X 以前 X 

以降 X 

コピュラ動詞 発話時点

゜゜
以前

゜以降

゜すなわち，人称コピュラはその構造上，時間カテゴリーを標示することはできないが，

対象が発話時点に成立する役割・機能に限って，これを時間副詞によって補完的に表わす

ことが可能だということになる。

さらに，上の (58)-(61)の例からもうかがえるように，人称コピュラ，コピュラ動詞いず

れにおいても，発話時点を含意する時間副詞と共起できるのは，職業や身分など，限られ

た時間のスパンの中で付与されている役割や機能を表わす述語名詞に限られる。すなわち，

時間副詞と共起できるか否かは，述語名詞の意味によるものであり，コピュラの種類によ

るものではない。この点で，コリャーク語の場合には，名詞的コード化か副詞的コード化

かという形式的な対立が「本質」か「偶発性」かという意味的な対立に対応するとする

Stassen (2003)の見解とは合致しないことがわかる。

3. 4. コピュラ動詞の対比機能

これまでの筆者の調査では， 「人間」 「石」 「木」といった不変的な属性を持つ事物を

表わす名詞， 「ロシア」 「中国」と言った国名などは (64a)(65a)のように人称コピュラで

は表わされるが，コピュラ動詞では表わされないとされた (64b)(65b)。これらは， Stassen

(2003:215)が名詞的にコード化されるとする，固有で永続性のある 'ontological'な対象で

あるといえ，この結果は Stassen(2003)の見解を支持しているとも考えられる。

(64a) yammo'tujemtewil't-iyam. 

ISG.ABS man-ISG.S 

(64b) *yammo'tujemtewil't-u t-a-k-it-a-JJ. 

ISG.ABS man-ESS ISG.S-E-IPF-be-E-IPF 
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「私は人間だ」

(65a) wuccin wawwalJJ-a-n. 

this stone-E-3SG.S 

(65b) *wuccin wawwalJJ-u k-it-a-JJ-0. 

this stone-ESS IPF-be-E-IPF-3SG.S 

「これは石だ」

しかしながら，これらの述語名詞も対比的な文脈を与えられれば，コピュラ動詞とも共

起できる可能性がある。たとえば，国名ではないが，民族名としての「コリャーク」は次

のようにロシア人との対比的な文脈では，コピュラ動詞と共起することが可能である。

(66) A: meki-yi yacci? 

who-2SG.S 2SG.ABS 

「あなたは誰ですか？」

B: yammo jatek-iyam. yammo cawcaval\—eyam. 

lSG.ABS Jutek-lSG.S lSG.ABS Koryak-lSG.S 

「私はジュテクといいます。私はコリャークです」

A: elvel¥-iyi cawcaval¥-eye. yacci 

not.that-2SG.S reindeer.herder-2SG.S 2SG.ABS 

ko-melyatall1j-a-peja-IJ-0 

IPF-russian-E-look.like-IPF-2SG.S 

「あなたはコリャークではない。あなたはロシア人に似ています」

B: ujIJe, yammo qejl'a cawcaval¥-U t-a-k-it-a-IJ. 

no lSG.ABS really reindeer.herder-ESS lSG.S-E-IPF-be-E-IPF 

「いいえ，私は本当にコリャークなのです」

次の (67)は，魚名をめぐる会話の例である。この場合にも対比的な文脈でコピュラ動詞

が現れることに注意されたい。

(67) A: Wuccin jeq-anna?an? 

this(ABS) what-fish(3SG.S) 

「これはなんという魚ですか？」

B: annm qetaqet. 

this(ABS) salmon(3SG.S) 

「これはサケです」

A: fam wuccin jeq-anna?an appl'u-jaki1]-::i-lc;-a-n? 

well.then this(ABS) what-fish(3SG.S) small-mouth-E-PART-E-3SG.S 

「では，この口の小さいのはなんという魚ですか？」
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B: やam .innm k.icav-o k-it-.i-1)-0. 

well.then this(ABS) grayling-ESS IPF-be-E-IPF-3SG.S 

「ええと，こっちはカワヒメマスです」

以上から，ニュートラルな文脈では人称コピュラとしか共起しえない固有の事物を表わ

す述語名詞であっても，対比的な文脈が与えられれば，コピュラ動詞との共起が可能にな

ることが予想される。

4. おわりに

以上，本稿では，コリャーク語のコピュラ文を形成する人称コピュラとコピュラ動詞の

スイッチングについて， Stassen(2003)の提案した「永続性パラメータ」と照らし合わせな

がら考察を加えた。その結果，人称コピュラならびにコピュラ動詞について，以下のこと

が明らかになった。

1)人称コピュラは無標であり，基本的にどのような述語名詞とも共起できる。構造上，時

間の文法カテゴリーが標示されないことから，時間的な制約のない固定した対象として

述語名詞をとらえ描写する際に用いられる。ただし，一時的な役割や機能を表わす述語

名詞の場合には，発話時点を含意する時間副詞に限って共起が可能である。

2)コピュラ動詞は，テンス・アスペクトといった時間カテゴリーや，発話時点かその前後

かにかかわらない時間副詞とも共起可能で，時間の流れの中で対象を動的にとらえる際

に使われるといえる。基本的には一時的な役割や機能を表わす述語名詞と共起しやすい

ことからも，このことはうかがえる。ただし，固有かつ不変的な事物を表わす名詞であ

っても，対比的な文脈が与えられれば，コピュラ動詞の補語になりうる。

以上の結果はまた， Stassen(2003)の提案する「永続性パラメータ」が再検討の余地があ

ることを示していると考えられる。もし，人称コピュラとコピュラ動詞のスイッチングが，

単に一時的か永続的かというような客観的な時間の長短によるものであるとするならば，

上述のように人称コピュラが時間副詞と共起したり，固有かつ不変的な事物を表わす名詞

が文脈によりコピュラ動詞の補語になったりすることは起こりえないはずである。両者の

使い分けには，むしろ，対象を固定的にとらえるか動的にとらえるかという話者の視点が

大きく関与していると考えられる。また，このように考えることにより，客観的な時間の

長短では説明できないこれらの事実も矛盾なく説明できるように思われる。

加えて，以上の考察から，コリャーク語では Event,Property, Class, Locationalのすべての

意味クラスにわたって，スイッチングが起きていることが明らかになった。動詞的コード

化が典型的である Event については， (21) であげた共同格接周辞の前半部分 ye-/ya—が動

詞の裸語幹につく結果相が，定形動詞の完了相と対立している。 (68)ではスラッシュの前

が結果相，後ろが完了相である。
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kamtIJ-a-n ya-I]to-len 

child-E-ABS.SG RES-go.out-3S0.S 

「子供が家から出てきた」

I IJ::ito-j-0 
．． 
JaJa-IJqo. 

go.out-PF-3SG.S house-ABL 

命令を表わす際にも，定形動詞の 2人称の希求法とは別に，共同格接周辞

(ye-/ya-…-te/-ta/-e/-a)に動詞の裸語幹がついた形式が用いられる。 (69)は，スラッシュの前

が共同格接周辞，後ろが定形動詞によって命令の意味が表わされている例である。

(69) kitkit it-a-k picy-a-IJ, Jaqam ye-lqat-e / 

as.soon.as run.short.of-E-LOC food-E-DAT immediately COM-go-E-COM 

q-a-lqat anotvanv-etal). 

2SG.S.OPT-E-go spring.camp-ALL 

「食料が足りなくなったらすぐに，春営地に行きなさい」

Propertyについては， (20)であげた人称コピュラによるコピュラ文と同じ人称接辞を取

る「性質形容詞」の形式と，対応する動詞形式が共存する。両者は属性叙述か事象叙述か

で対立する。 (70)ではハイフンの前が性質形容詞，後ろが対応する動詞形式である。

(70) anno unmak n-a-l)ot-qen I ko-l)ot-at-a-1)-0 

3SG.S very.much PRP-E-angry-3SG.TOP IPF-angry-VBL-E-IPF-3SG.S 

「彼／彼女はとても怒りっぽい／怒っている」

Locationalについては，存在動詞 tvaによる動詞述語文 (71a)と分詞形によるコピュラ文

(71b)が共存する。

(71a) ゃmnin IJgnvgq qoja-w ko-tva-la-IJ-0. 

my many reindeer-ABS.PL IPF-exist-PL-IPF-3S 

「私にはたくさんのトナカイがいる」

(71b) ゃmmo mak-qoja-lC,:-eyam. 

1 SG.S many-reindeer-PART-I SG.S 

「私はたくさんのトナカイ持ちだ」

このように，名詞的コード化と動詞的コード化のスイッチングが述語文全体にわたって

見られることが，コリャーク語のどのような性格を反映したものなのか，また，このよう

なスイッチングはどのようなパラメータにより起きるのかの解明は，次の課題である。以

上，今後の述語文の類型論的な考察に向けて，まずはコピュラ文の 2つの形式の整理をお

こなった次第である。
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【略語表】
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ADV=adverb 

CAUS=causative 
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POSS=possessive 

PRP=property predication 

S=single argument 

VBL=verbalizer 
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Switching between Personal Copulas and Copula Verbs in Koryak 

Megumi KUREBITO 

(University of Toyama) 

Koryak copula sentences are formed by either personal copulas, which are derived from 

independent personal pronouns, or the copula verbs it'be'or tva'exist'with the 

predicate nominal marked in the essive case. The present paper examines the 

conditionality of the switch between the two types of copulas. According to Stassen 

(2003), this is a type of nominal and locational switching and can be interpreted as a 

case of'Permanency Parameter', which induces an opposition between'essence'and 

contingence. However, in Koryak, even the personal copula, which is not expected to 

co-occur with temporal adverbs such as'now','temporarily','yet','for three years', 

and'in this year', can co-occur with such adverbs. Furthermore, predicate nominals that 

refer to the subject of inherent and unchangeable character can coexist with the copula 

verb, in some contrastive context such as'not A but B'. The present examination 

reveals that, judging from these facts, the switch is conditioned by how the subject is 

perceived by the speaker rather than by the physical duration of the subject. 

Through this examination, this paper also demonstrates that Koryak shows 

idiosyncrasy in that it exhibits switching in all semantic classes, including'Event', 

'Property','Class', and'Locational'. Clarification of the factors behind this 

idiosyncrasy remains to be sought through future research. 

（くれびと・めぐみ kurebito@hmt.u-toyama.ac.jp) 
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